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町政を問う 一般 質問

野積みのままになっている除去土壌

と
で
小
学
校
・
中
学
校
は

単
独
校
と
し
て
存
続
さ
れ

る
か
。

　

こ
の
ま
ま

単
独
校
と
し

て
存
続
す
る
。

　

公
共
施
設
の
除

去
土
壌
は
敷
地
内

に
留
め
置
か
れ
埋
設
や
野

積
み
の
状
態
で
残
っ
て
い

る
。

　

今
後
の
処
理
方
法
は
。

　

国
が
設
置
す
る

中
間
貯
蔵
施
設
に

直
接
搬
入
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
今
年
度
実
施

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送
の
中

で
も
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の

搬
出
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
設
置
の
10
か

所
の
仮
置
き
場
へ
の
搬
入

状
況
も
十
分
に
見
極
め
な

が
ら
、
仮
置
き
場
へ
の
搬

入
が
可
能
か
ど
う
か
も
併

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

時
間
の
経
過
と

と
も
に
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
は
劣
化
が
進
む
と

思
う
が
ど
の
よ
う
に
処
理

す
る
の
か
。　

フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
は
５

年
程
度
の
保
管
を
考
え
て

輸
送
な
ど
に
も
耐
え
得
る

強
度
・
防
水
性
の
あ
る
も

の
で
あ
る
。
輸
送
の
際
に

状
態
に
つ
い
て
は
十
分
に

確
認
し
て
い
く
。

　

教
育
は
知

識
だ
け
で
な

く
体
の
健
全
な
成
長
や
心

の
成
長
を
図
る
こ
と
が
大

切
。
自
己
有
能
感
は
段
階

に
応
じ
て
達
成
感
や
充
実

感
を
味
わ
え
る
よ
う
な
活

動
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
懸
念
さ
れ
て
い
る

影
響
は
生
じ
な
い
と
考
え

て
い
る
。　

今
後
、
児
童
生

徒
が
少
な
く
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

　

一
貫
教
育
を
進
め
る
こ

　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

制
度
と
保
幼
小
中
一
貫
教

育
の
推
進
の
２
つ
の
柱
を

示
し
て
い
る
。
町
で
は
、

「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
を
共

有
し
な
が
ら
国
見
型
の
連

携
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
た
い
。

　

す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
教
育
の

平
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
が
教
育
基
本
方
針

と
考
え
る
が
、
こ
の
こ
と

は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

町
の
幼
小

中
一
貫
教
育

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、全

国
的
な
教
育
水
準
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
教
育
の

機
会
均
等
を
担
保
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

　

発
達
心
理
学
の

視
点
か
ら
、
や
れ

ば
で
き
る
と
い
っ
た
自
己

有
能
感
が
育
つ
時
期
の
成

長
が
一
貫
校
の
ほ
う
が
劣

る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ

る
。

　

一
貫
校
教
育
を
進
め
る

こ
と
で
影
響
が
生
じ
る
こ

と
は
な
い
か
。

　

一
貫
校
教
育
の

方
針
が
導
入
さ
れ

た
理
由
は
。　

保
育
所
か

ら
中
学
校
ま

で
見
通
し
を
持
ち
地
域
ぐ

る
み
で
一
貫
し
た
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

を
育
て
よ
う
と
い
う
町
な

ら
で
は
の
一
貫
教
育
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
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懸
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７
月
17
日
、
桑
折
町
、
川
俣

町
、
国
見
町
の
伊
達
郡
内
３
町

の
議
会
議
員
に
よ
る
第
10
回
伊

達
郡
町
議
会
議
員
大
会
が
「
お

じ
ま
ふ
る
さ
と
交
流
館
」（
旧
川

俣
町
立
小
島
小
学
校
）で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、国
、県
等
関
係
機

関
へ
提
出
す
る
要
望
事
項
７
件

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
３

町
共
同
提
出
要
望
事
項
と
し

て
、「
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
」、

本
町
議
会
か
ら
は
桑
折
町
議
会

と
の
共
同
提
案
も
含
め
、「
藤
田

病
院
の
医
師
確
保
」「
国
道
４
号

の
整
備
促
進
と
立
体
横
断
施
設

の
設
置
並
び
に
県
道
の
歩
道
設

置
」「
普
蔵
川
、
滝
川
、
牛
沢
川
の

改
修
促
進
」を
提
出
し
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
及
び

原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
か
ら

の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
の

推
進
」他
８
事
項
の
早
期
実
現
を

期
す
る
決
議
、「
集
中
復
興
期
間

後
の
復
興
財
源
を
確
実
に
確
保

す
る
と
と
も
に
、
現
行
制
度
及

び
特
例
的
財
政
支
援
措
置
を
継

続
す
る
こ
と
」な
ど
９
事
項
に
関

し
特
段
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
「
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

関
す
る
特
別
決
議
」が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
関
係
機
関
に
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。　

　

続
い
て
、「〈
人
口
減
少
問
題
〉

と
〈
地
方
創
生
〉
を
考
え
る
た

め
の
視
点
」
と
題
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ロ
ー
カ
ル
・
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
理
事
、
坂
本
誠
氏
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

講
演
の
内
容
は
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、人
口
を
増

や
す
こ
と
よ
り
も
地
域
の
多
様

な
人
材
を
生
か
し
、地
域
に
「
誇

り
」と「
愛
着
」を
持
て
る
地
域
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

�

（
報
告
者
　
松
浦
常
雄
）

　

７
月
２
日
、
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
新
人
議
員
研
修
会

が
福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
開
催

さ
れ
、
町
議
会
か
ら
は
松
浦
和

子
議
員
と
村
上
一
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
地
方
自
治
法
の

解
説
、
議
員
の
心
構
え
と
議
会

運
営
に
つ
い
て
を
学
び
ま
し
た
。

我
々
新
人
議
員
に
と
っ
て
は
有

意
義
な
研
修
会
で
あ
り
、「
議
員

は
住
民
全
体
の
代
表
で
あ
る
」が

基
本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�

（
報
告
者
　
村
上
　
一
）

積
極
的
な
議
員
活
動
で

　
自
治
体
の
振
興
発
展
を

住
民
全
体
の
代
表
と

　
し
て
の
意
識
を
持
つ

※
一
部
事
務
組
合
と
は

　

複
数
の
市
町
村
な
ど
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共

同
で
行
う
た
め
に
設
置
す

る
組
織

　

７
月
６
日
、
伊
達
地
方
消
防

組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
庁
舎
解
体
に

よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
で
判
明

し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
と
も

な
う
工
事
費
を
１
６
０
０
万
円

増
額
し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
24
億
６
９
０
０
万

円
と
す
る
平
成
27
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
渡
辺
勝
弘
）

　

７
月
15
日
、
公
立
藤
田
病
院

組
合
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、議
長
に
東
海
林
一
樹
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者
　
佐
藤
定
男
）

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

工
事
費
を
増
額

議
長
に
東
海
林
一
樹

議
員
を
選
出

一※

部
事
務
組
合
報
告

伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会

藤
田
病
院
組
合
議
会

伊
達
郡
町
議
会
議
員
大
会

新
人
議
員
研
修
会

町の振興発展に向け、議員も一致団結


